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 とても確実、効率的なメタンハイドレートの掘り方を提案します。 

 それは、表層型で海底の表面にハイドレートが露出していることを利用したものです。 

 具体的な方法は、逆さにした口径２０m の巨大な漏斗のようなもの（円形が望ましい

が無駄なく効率良く回収するために２０ｍ×２０m の正方形や六角形でもよい。また、

管の部分は水面まで出る。）を海底に下ろします。 

海底の水温は低いですが、海底の水の動きを止めることで地熱で水を温められるのです。 

海底１，０００mでも１２℃もあれば、ハイドレートは溶け、メタンが気体になります。

そして、管を通じて浮上してきたメタンを回収します。水に溶けてしまった分のメタンも

水を吸い上げて回収できます。 

以上が僕の案です。最後に、エネルギー問題の解決につながることを願います。 

  



 

 

 


